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名古屋千種口タリクフブ

承認 982年8月24日

例会日 火曜日 230

例会湯 名古屋東急ホナレ

事務局 TEL7635 0FAX6352

会長 好 親 ~

幹事 伊藤健文

広報会艤熊吉田 玄
題字黒學 ’手

地域を育み､大陸をつなぐ:朏脆洲朏孵No37

今日のお弁当にもかわいらしいタラの芽が入っ

ていましたが、下界では既にタラの芽、ふきのと

う、もみじ笠、ギョージャにんにく等あちこちに

出回って、皆さんも食べられた事と思います。

今年の山は雪が多く、いつまでも山菜が取れる

のではないかと思います。雪が雪渓となって8月

頃まで残り、そのまま次の初雪に一緒になってし

まうこともある様です。

そんな中で、来月位に私も山菜を採りに行こう

かと思っています。タラの芽、こごみ、こしあぶ

ら等々沢山あると思いますので、楽しみにしてい

ます。
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第1363回平成23年5月24日 （火）

講演 ″私とRC及び中国の現状″

中国華南理工大学外国語学院准教授金華様
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第1362回 平成23年5月17日（火）曇

タイの“メンタップ”に魅せられて
おんたけ市民休暇村鳥獣展示館長 林昌利様

◆それでこそロータリー

◆ビジター紹介

名古屋瑞穂RC
〃

遠l.1.1 尭郎君

大嶽達郎君 ◆地区大会PR

地区大会実行委員会大会幹事遠山尭郎君
◆ケスト紹介

おんたけ市民休暇村鳥獣展示館長

林 昌利様

名古屋市緑政土木局道路部道路利活用

課長大井健司様

◆出席報告

会貝

出席率

前々回

42 （35）名 出席27名

77， 14％

4／26（修正出席率) 97, 30%

｜伊藤幹事報告’
本日は11月19日 （土） 、 20日 （日）に開

催されます第2760地区地区大会のご案内に

参りました。

今までの地区大会と違った点が2点あります。

1点目は流浪が2つあることで、 1日目が第

29代航空幕僚長の旺|母神俊雄さんで、 2日目が

東海旅客鉄道（株）相談役の須田寛さんです。

2点目は第2日|引の点鎚が10時から1211寺に

変わりました。

千極クラブさんは次年度、ガバナー補佐を誰出

されるクラブでもありますので、是非全員登録を
お願い申し上げます。

l) 次回例会終了後、今年度・次年度理事役員会を開催

致しますので担当の方はお残り下さい。

｜ 三好会長挨拶 ’

皆さんこんにちは。

瑞穂RCの遠山さん、大嶽さんようこそお越し

-ドさいました。そしてゲストとして林先生、大井

課長ようこそお越し下さいました。後程林先生か

らは楽しいお話が聞けますので楽しみにしてい

て下さい。

会長テマ『自然に優しく 1人に優し < 1 」おもいやﾚﾉを 本紙まII~脚且紙を使川しております



に使用され、身は食用にされている”という話を

してきました。また、彼は“メンタップはワット・

プラケオのエメラルド仏の如く美しい”とまで言

い切ったのです。彼は敬度な上座部仏教徒でもあ

りました。

平成10年9月、その夢を実現するために、タイ

のメナム・リバーサイド・ホテルの総料理長Mr.

サンチの車で一緒に“メン・タップ”と地元で呼

ばれているこの大きく美麗なミドリフトタマムシ

を求めて、バンコクから北へ約400kmも離れたコ

ンケーンヘ採集に出掛けました。

その後、毎年9月の雨季が来ると、体が何とな

く瘤き出し、 自然とコンケーンヘと体が向いてし

まいます。現在もタイでは装飾用として、また食

用として毎年雨季に捕獲されている何十万匹のメ

ンタップが、近い将来に枯渇しないよう、未だは

っきりと生態のわかっていない、この“メンタッ

プ”の生活環を解明して、再びタイのコンケーン

の森一面にメンタップの飛び交う姿を心に描きつ

つ、微力ながら探求して行きたいと思います。

◆講演

タイの“メンタップ”に魅せられて
おんたけ市民休暇村鳥獣展示館長 林昌利様

（紹介三好君）

ー

Q
=B
L一

夕定

私が60歳を過ぎても、今なおネットを持ってム

シを追いかけるほど昆虫好きな理由について、私

自身でもはっきりとした理由がわかりません。

ただ、私と昆虫との妓初の出会いは、小学1年

生の頃に自宅と隣家の境にあった2本のツブラジ

イの大木に、よくコフキコガネが飛んできたこと

から始まります。このコフキコガネには、今は亡

き母の白粉のような独特の臭いがあり、その臭い

は五十数年たった今も、 しっかりと私の臭脳に焼

きついており、決して忘れることは出来ません。

また、その頃は自宅近くの建｢巾寺(尾張徳川家菩提

寺)境内の奥深くには薄暗い森が一而に広がり、ノ

コギリクワガタやコクワガタが好むアベマキやコ

ナラなどの広葉樹が多く生えており、我々悪がき

仲間内では“おくもり，’ と呼んでいた昆虫の聖域

がありました。当時の建中寺は、正面の山門をく

ぐると左右両袖に2～3の末寺を従えており、その

末寺の一つが同級生の家でした。その寺庭の中央

には、たった一本、大木がそびえ立ち、毎年、夏

休み前になると、きまって、その大木の周囲のは

るか上空を八の字に羽を開きながら、数十匹のヤ

マトタマムシが太陽光線を受けてキラキラと七色

の輝きを放ちつつ飛ぶさまは、その後の私が、タ

マムシにのめり込んでいった原因の一つにもなっ

ております。その大木がエノキと知ったのは、何

年も経ってからのことでした。

昭和58年、私がその頃、既に研究員として籍を

置いていた名市大医学部(第一病理学教室)へ、タ

イ国マヒドン大学からウイタヤ・タマビット助教

授が国費留学としてやって来た事が、再び、私の

心にムシの火がつく原因となってしまいました。

彼は、その時には既に私のムシ好きを知っていた

ようで、初対面から唐突に“タイにはとても美し

く、 日本よりも大きなタマムシがおり、羽は装飾
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I名古屋瑞穂RC地区大会実行委員会
遠山堯郎君 大嶽‘達郎君

1 地区大会委員会から本年’’月の大会に全員登録の｜
Iお願に参りました
|小山雅弘
！ ・鈴木理之さん昨日はお世話になりました

l .思いは通ずるもので浅田真央ちゃんと食事すること｜
|が出来ましたかわいかったです

I佐久間良治
1 ホームクラブご無沙汰しました

I油田弘佑 足立一郎 萩原喜代子 ｜

噌蓼震圭 艫臺簔 M鑿啓書 ｜
|松居敬二 宮尾紘司 三好 親 I
!大口弘和 尾関武弘 鈴木理之 ｜
|鈴木聖三 竹内克豊 竹内眞三 ，
|谷口 優 舎人経昭 和田正敏 I
1吉田節美 吉田 玄

｜ 昆虫採集のお話楽しみです
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次回例会平成23年5月31日 （火） 3階ルネッサンス
友 愛 の 日


